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磁場中熱処理は、強磁性体の結晶成長に大きく影響を与える。Fe基アモルファスの結晶化にお

ける核生成の促進[1]や、保持力増強効果[2]が報告されてきた。また、最近我々は、MnBi の反応

焼結において、Mn/Bi粒界における MnBi相の生成数が増加することを明らかにした[3]。 

Cu2MnAl 合金は、強磁性ホイスラー合金である。非化学量論比組成において、Cu9Al4相の析出

とともに保磁力が増強するなど、磁気特性に対する熱処理効果が報告されている[4]。つまり、主

相である L21 相の分解・合成について、磁場中熱処理による磁気特性の制御が期待できる。そこ

で、本研究の目的は、Cu2MnAl の分解・合成における強磁場効果について明らかにすることであ

る。 

Cu2MnAl試料は、反応焼結法によって作製した。1173 K, 48 hの熱処理を行い、クエンチした。

その後、0, 5 T中で 573 Kの熱処理を行った。結晶構造と相の同定を X線回折測定、磁気特性を

振動試料型磁力計によって評価した。 

図 1に X線回折パターンから評価した

L21 相の結晶子サイズの熱処理時間依存

性を示す。0 T, 5 Tともに、6 hまでは結

晶が粗大化した。その後、結晶子サイズ

は熱処理時間の増加とともに減少するが、

5T 磁場中の方がゼロ磁場中より結晶子

サイズが小さくなった。つまり、磁場中

熱処理が L21相の微細化に寄与している

ことがわかった。 
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Fig.1. L21相の結晶子サイズの 

熱処理時間依存性 
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